
様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島県知事 様

提出者

住所

氏名 美建工業　株式会社

代表取締役　高田 浩平

電話番号

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 5年  6月 23日

広島県福山市駅家町近田30

084-976-0206

 事　業　場　の　名　称 美建工業 株式会社  大和工場

 事 業 場 の 所 在 地 広島県三原市大和町大草291-1

窯業・土石製品製造業

レディーミクストコンクリートの製造

プレキャストコンクリート製品の製造

産業廃棄物処理計画
における計画期間

令和  4年  4月  1日～令和  5年  3月 31日

別紙４のとおり
項目 目標値 項目 目標値

排出量 1,525.500 全処理委託量 1,525.500 

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

1,500.000 

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量
25.500 

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき，令和４年度の産業廃棄物処
理計画の実施状況を報告します。

事  業  の  種  類



② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず） )

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用し

た量

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

1,630.960 

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

①排出量 1,630.960 

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量 自ら中間処理により減量した量

⑦自ら中間処理により減量した量 0

③＋⑨ 自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行った量

0

1,630.960 
⑩全処理委託量 1,630.960 

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0

1630.96

⑫再生利用業者への処理委託量 1,630.960 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行う業
者への処理委託量

0

（
第

２
面

）

別紙３のとおり



② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：廃プラスチック類） )

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用し

た量

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

17.057 

17.057

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

①排出量 17.057 

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量 自ら中間処理により減量した量

⑦自ら中間処理により減量した量 0

③＋⑨ 自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行った量

0

17.057 
⑩全処理委託量 17.057 

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0

⑫再生利用業者への処理委託量 17.057 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行う業
者への処理委託量

0

（
第

２
面

）

別紙３のとおり



② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：汚泥） )

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用し

た量

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

14.080 

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

①排出量 14.080 

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量 自ら中間処理により減量した量

⑦自ら中間処理により減量した量 0

③＋⑨ 自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行った量

0

14.080 
⑩全処理委託量 14.080 

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0

14.08

⑫再生利用業者への処理委託量 0 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行う業
者への処理委託量

14.080 

（
第

２
面

）

別紙３のとおり



② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：廃油） )

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用し

た量

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

6.660 

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

①排出量 6.660 

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量 自ら中間処理により減量した量

⑦自ら中間処理により減量した量 0

③＋⑨ 自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行った量

0

6.660 
⑩全処理委託量 6.660 

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0

6.660 

⑫再生利用業者への処理委託量 0 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行う業
者への処理委託量

6.66

（
第

２
面

）

別紙３のとおり



(第3面)
備考
　１　翌年度の6月30日までに提出すること。

　２　「事業の種類」の欄には，日本標準産業分類の区分を記入すること。

　３　「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には，項目ごとに，産業廃棄物処理計画に記
　　載した目標値を記入すること。

　４　第２面には，前年度の産業廃棄物の処理に関して，①～⑭の欄のそれぞれに，(1)から(14)
　　に掲げる量を記入すること。
　　(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量
　　(2) ②欄　(1)の量のうち，中間処理をせず直接自ら再生利用した量
　　(3) ③欄　(1)の量のうち，中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量
　　(4) ④欄　(1)の量のうち，自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量
　　(5) ⑤欄　(4)の量のうち，熱回収を行った量
　　(6) ⑥欄　自ら中間処理をした後の量　
　　(7) ⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量
　　(8) ⑧欄　(6)の量のうち，自ら利用し，又は他人に売却した量
　　(9) ⑨欄　(6)の量のうち，自ら埋立処分及び海洋投入処分した量
　　(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量
　　(11) ⑪欄　(10)の量のうち，優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令
　　　　第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量
　　(12) ⑫欄　(10)の量のうち，処理業者への再生利用委託量
　　(13) ⑬欄  (10)の量のうち，認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律
　　　　第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量
　　(14) ⑭欄  (10)の量のうち，認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への
　　　　焼却処理委託量

　５　第２面の左下の表には，項目ごとに，産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を
　　記入すること。

　６　産業廃棄物の種類が２以上あるときは，産業廃棄物の種類ごとに，第２面の例により産業
　　廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し，当該書面を添付すること。

　７　※欄は記入しないこと。



別紙３-その１（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）
　 （令和4年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱
回収を行っ

た量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減
量した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理
した後の処
理委託量

⑩のうち優
良認定処理
業者への処
理委託量

⑩のうち再
生利用業者
への処理委

託量

⑩のうち熱
回収認定業
者への処理

委託量

⑩のうち熱
回収認定業
者以外の熱
回収を行う
業者への処
理委託量

14.1 14 14 

6.7 7 6.7 

17.1 17 17 

1631.0 1631 1631 

1669 0 0 0 0 0 0 0 0 1669 0 1631 0 38 

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

合計

産業廃棄物の種類



別紙３－その２ 単位：トン／年

① ②＋⑧ ⑤ ⑦ ③＋⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら再生利

用を行った
量

自ら熱回収
を行った量

自ら中間処
理により減
量した量

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行った量

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行
う業者への
処理委託量

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

14 0 0 0 0 14 0 0 0 14 

7 0 0 0 0 7 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

17 0 0 0 0 17 0 0 0 17 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1631 0 0 0 0 1631 0 1631 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1669 0 0 0 0 1669 0 1631 0 38 

実　　　績　　　値



別紙４（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（令和４年度実績）
単位：トン／年

目標値 実績値

排出量

1,526 

①排出量

1,669 

自ら再生利用を行う産業廃棄物
の量

②自ら直接再生利用した量

自ら熱回収を行う産業廃棄物の
量

⑤自ら熱回収を行った量

自ら中間処理により減量する産
業廃棄物の量

⑦自ら中間処理により減量した
量

自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行う産業廃棄物の量

③自ら埋立処分又は海洋投入
処分した量

全処理委託量

1,526 

⑩全処理委託量

1,669 

優良認定処理業者への処理委
託量

⑪優良認定処理業者への処理
委託量

再生利用業者への処理委託量

1,500 

⑫再生利用業者への処理委託
量 1,631 

熱回収認定業者への処理委託
量

⑬熱回収認定業者への処理委
託量

熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量 26 

⑭熱回収認定業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量 38 



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島県知事 様

提出者

住所

氏名

代表取締役　　高田 浩平

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 別紙１，２のとおり

産業廃棄物処理計画書

令和 5年　6月 23日

広島県福山市駅家町近田30

美建工業 株式会社

084-976-0206

 事　業　場　の　名　称 美建工業 株式会社　大和工場

 事 業 場 の 所 在 地 広島県三原市大和町大草291-1

 計　　画　　期　　間 令和 5年  4月  1日～令和 6年  3月 31日

窯業・土石製品製造業

レディーミクストコンクリートの製造

プレキャストコンクリート製品の製造

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ生産量(令和4年度実績) 　　　　  7,933m
3
/年

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ製品生産量(令和4年度実績)  　　　 35,200ｔ/年

③従　 業　 員 　数 44名

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

「別紙2のとおり」

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき，産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので，提出します。

①事　業　の　種　類

②事　業　の　規　模



(第2面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 別紙１，２のとおり

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 別紙１，２のとおり

【前年度（　　　年度）実績】

t t

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項 別紙１，２のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類

排　　  　出　　  　量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

排      出      量

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

「別紙2のとおり」

①現状

②計画

①現状

②計画



(第3面)

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 別紙１，２のとおり

【前年度（　　　年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 別紙１，２のとおり

【前年度（　　　年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t t

t t

（今後実施する予定の取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら再生利用を行った
産業廃棄物の量

自ら行う産業廃棄物の再生利用なし

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

今後の予定なし

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量した
産業廃棄物の量

自ら行う産業廃棄物の中間処理なし

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

今後の予定なし

①現状

②計画

①現状

②計画



(第4面)

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 別紙１，２のとおり

【前年度（　　　年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 別紙１，２のとおり

【前年度（　　　年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産業廃棄物の量

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分なし

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

今後の予定なし

産業廃棄物の種類

全処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

①現状

②計画

①現状



(第5面)

【目標】 別紙１，２のとおり

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の種類

全処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

※事務処理欄

②計画



(第6面)
備考
　１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

　２　当該年度の６月30日までに提出すること。

　３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は，以下に従って記入する　　
　　こと。

　　(1)①欄には，日本標準産業分類の区分を記入すること。
　　(2)②欄には，製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績），建設業の場合における
　　　元請完成工事高（前年度実績），医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業
　　　種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
　　(3)④欄には，当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了する
　　　までの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は，委託の内容を含む。）を記入する
　　　こと。

　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には，産業廃棄物の種類ごとに，自　　
　　ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と，
　　自ら中間処理を行うことによって減量した量について，前年度の実績，目標及び取組を記入
　　すること。

　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には，産業廃棄物の種類ごとに，全処理委
　　託量を記入するほか，その内数として，優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する
　　法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量，処理業者への再生利用委託量
　　，認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定
　　を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を
　　行っている処理業者への焼却処理委託量について，前年度実績，目標及び取組を記入するこ
　　と。

　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは，当該欄に「別紙
　　のとおり」と記入し，当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また，産業
　　廃棄物の種類が３以上あるときは，前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し，
　　当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また，それぞれの欄に記入すべき
　　事項がないときは，「―」を記入すること。

　７　※欄は記入しないこと。



別紙１（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）
　　現状：前年度（ 令和4年度 ）実績量
　　計画：今年度（ 令和5年度 ）計画量 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

14.080 14.000 14.080 14.000 14.080 14.000 

6.660 6.000 6.660 6.000 6.660 6.000 

17.057 15.000 17.057 15.000 17.057 15.000 

1,630.960 1,600.000 1,630.960 1,600.000 1,630.960 1,600.000 

1668.757 1635 0 0 0 0 0 0 0 0 1668.757 1635 0 0 1630.96 1600 0 0 37.797 35

排出抑制に関する事
項

自ら行う再生利用に
関する事項

自ら行う中間処理に関する事項
自ら行う埋立処分等

に関する事項
処理委託に関する事項

排出量

(前年度実績値の①)

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

(前年度実績値の②+
⑧)

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

(前年度実績値の⑤)

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物

の量
(前年度実績値の⑦)

自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行う産

業廃棄物の量
(前年度実績値の③+

⑨)

全処理委託量

(前年度実績値の⑩)

優良認定処理業者
への

処理委託量
(前年度実績値の⑪)

再生利用業者への
処理委託量

(前年度実績値の⑫)

認定熱回収業者へ
の

処理委託量
(前年度実績値の⑬)

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う業
者への処理委託量

(前年度実績値の⑭)

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

合計

産業廃棄物の種類



1 ． 当該事業場において行っている事業に関する事項

① 事業場の名称

美建工業株式会社 大和工場

② 事業場の所在地

広島県三原市大和町大草291番地1

③ 事業の種類

窯業・土石製品製造業

レディーミクストコンクリートの製造

プレキャストコンクリート製品の製造

④ 事業の規模

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ生産量(令和4年度実績)

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ製品生産量(令和4年度実績) 

③ 従業員数

44 名

④ 産業廃棄物の一連の処理の工程

別紙　製造工程フローシートによる

２ ． 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

① 廃棄物処理責任者

大和工場 工場長元谷　智史

② 廃棄物処理に係る管理体制

施設の場所 施設の場所 施設の場所 施設の場所 施設の場所 施設の場所

別紙2　　　　　　(廃棄物処理法－産業廃棄物処理計画書)

 7,933m3/年

 35,200　ｔ/年

排出事業場 美建工業(株)大和工場

広島県三原市大和町大草291番地1

廃棄物の分類

運搬受託者

処分受託者

処理方法 中間処理 中間処理 中間処理 中間処理 中間処理

再生材として再生利用 粉砕・切断 粉砕・切断 粉砕 焼却

（再生骨材，路盤材等）

コンクリートがら 廃プラスチック類・木くず・金属くず 汚泥・廃油等

美建マテリア
ル(株)

(株)大地産業 (有)山崎金属
(株)都市ビル　

サービス
(有)ｾﾙﾀﾞﾑ　　

ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
喜楽鉱業(株)

美建マテリア
ル(株)

(株)大地産業
(株)丸総商店
三原営業所

(有)トラスト
(有)ｾﾙﾀﾞﾑ　　

ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
喜楽鉱業(株)

広島県三原市
大和町姥ヶ原
57，59番地

広島県三原市
小坂町稗ヶ迫
156他10筆

広島県三原市
糸崎南2丁目1
番1号

広島県東広島
市西条町上三
永348-14

広島県三原市
久井町泉字森
光10623番地

広島県山県郡北
広島町新氏神72
番2
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３ ． 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（令和4年度）実績】

t t t t

（これまでに実施した取組）

【目標】（令和5年度）(2023年度)

t t t t

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず
及び陶磁器くず

排 出 量 14.080 6.660 17.057 1,630.960 

品質の安定を図るためのデーター収集を行い製造技術の向上により、品質の

安定を図り、規格外のコンクリート及び検査不合格品の発生を抑制した。

計画的に、場内に置いてある産業廃棄物を排出して、削減していた。

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず
及び陶磁器くず

排 出 量 14.000 6.000 15.000 1,600.000 

データー収集を行い製造技術の向上により、品質の安定を図り

規格外のコンクリート及び検査不合格品の発生の抑制に努める。

営業部門との連絡を密にし、計画的な生産計画を立てて、不良在庫

の抑制に努める。

戻りコンクリートについては、インゴット製作を行い、産業廃棄物の

排出の抑制に努める。

廃プラスチック類(副資材等)については、再利用を促進していく。

①現状

②計画
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４ ． 産業廃棄物の分別に関する事項

(これまでに実施した取組)

産業廃棄物の種類別に置場を決めて分別している。

(今後実施する予定の取組)

産業廃棄物の種類別に置場を決めて分別する。

(廃油、汚泥等は、漏出及び雨水等が混ざらないような容器に保管する。)

５ ． 自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

(これまでに実施した取組)

自ら行う産業廃棄物の再生利用なし

(今後実施する予定の取組)

今後の予定なし

６ ． 自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

(これまでに実施した取組)

自ら行う産業廃棄物の中間処理なし

(今後実施する予定の取組)

今後の予定なし

７ ． 自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

(これまでに実施した取組)

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分なし

(今後実施する予定の取組)

今後の予定なし

８ ． 産業廃棄物の処理の委託に関する事項

(これまでに実施した取組)

産業廃棄物の適正処理を確保するために、関連する法令その他の規則を

遵守する。

収集運搬、中間処理、最終処理業者と委託契約書を取り交した産業廃棄物

処理業者に委託している。

(今後実施する予定の取組)

新たに産業廃棄物の処理委託契約を取り交す時は、再生利用業者との

処理委託契約を優先に契約を取り交し、優先的に再生利用を行う。

① 現状

② 計画

① 現状

② 計画

① 現状

② 計画

① 現状

② 計画

① 現状

② 計画

 3/6



産業廃棄物の一連の処理の工程

別紙　製造工程フローシート(生コンクリート)

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾊﾞﾗﾄﾗｯｸ ﾊﾞﾗﾄﾗｯｸ ﾀﾝｸﾛｰﾘｰ ﾀﾝｸﾛｰﾘｰ

ポンプ

戻りコンクリート

粗骨材 粗骨材 粗骨材 細骨材 細骨材 ｾﾒﾝﾄ ｾﾒﾝﾄ 水 水 混和剤 混和剤

(1505) (2010) (4020) 砕砂１ 砕砂２ N BB 地下水 上澄水 標準形 高性能形

受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

ｺ ｺ ｺ ｺ ｺ ｾ ｾ 水 水 ﾀ ﾀ

貯 貯 貯 貯 貯 貯 貯 貯

計

工 工 工 工 工 工

計

計 計 計 計

M 洗浄

凡例

搾った水は回収水
(上澄水)として再
利用する。

検査（数量） 工程管理 工

検査（品質）
ｺﾝｸﾘｰﾄ　　　　　　　　　
ﾎｯﾊﾟｰ

洗浄

貯蔵(停滞）　　　
ｺ:骨材ﾔｰﾄﾞ　　　　　　　
ｾ:ｾﾒﾝﾄｻｲﾛ　　　　　

ﾀ:貯蔵ﾀﾝｸ
水：水槽　　
貯：貯蔵便

工程管理 工

A 脱水プラント

計 計量(検査-数量）

脱
水
ケ
ー
キ

製品検査 工
加工　　　　　　　　　　　　　　
M：ﾐｷｻ練混ぜ

購入者滞留 A 洗浄
脱水ケーキ仮置場
で乾燥後コンク
リートがらとして
中間処理業者に依
頼して処分する。

A
運搬　　　　　　　　　　　　　　　　
A：ﾄﾗｯｸｱｼﾞﾃｰﾀ

戻りコンクリート
については、大型
ブロック(インゴッ
ト）製作を行う

排
水
処
理
工
程
へ
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産業廃棄物の一連の処理の工程

別紙　製造工程フローシート(コンクリート製品)

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾊﾞﾗﾄﾗｯｸ ﾀﾝｸﾛｰﾘｰ ﾄﾗｯｸ ﾄﾗｯｸ

ポンプ

粗骨材 粗骨材 細骨材 細骨材 ｾﾒﾝﾄ 水 水

混和剤 スペーサ 溶接金網

(2010) (1505) 砕砂１ 砕砂２ N 地下水 上澄水

受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

コ コ コ コ セ タ 水 水 資 資

貯 貯 貯 貯 貯 貯

計

工 工 工 工 工

搾った水は回収
水(上澄水)とし
て再利用する。

加工組立

計 計 計 計

脱水プラント 加工精度

M 洗浄 ｽﾍﾟｰｻ取付

脱水ケーキ仮置場
で乾燥後コンク
リートがらとして
中間処理業者に依
頼して処分する。

種類･数量　　　
・位置

外観・　　
ｽﾗﾝﾌﾟ・　　
塩化物量

中

移動ﾎｯﾊﾟｰ 洗浄

型枠清掃

投入機 洗浄
コンクリート
の付着の有無

打込み 離型剤塗布

振動締め固め

鉄筋セット

かぶり確認

型枠組立

促進養生

組立精度

脱型

外観 脱

外観

表示

外観 形状･寸法

形状･寸法 曲げ強度・配筋

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ Ｆ

曲げ強度・配筋 表示

出荷出荷までの養生 最 受渡

検査不適合品は不
良品置場へ搬出

運搬中破損によ
り返品 コンクリートがら

として中間処理業
者に依頼して処分
する。

不良品置場

排
水
処
理
工
程
へ

検
査
不
適
合
品
は
不
良
品
置
場
へ
搬
出
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工場配置図

美建工業株式会社　大和工場

広島県三原市大和町大草291番地1

第
２

工
場

第
１

工
場

営
繕

脱
水

プ
ラ

ン
ト

Ｇ
Ｓ
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